


































































































BarkClothTraditions in Indonesia and
Oceania」が MuseumTekstil Jakarta,
BentaraBudayaJakarta で開催された。
　タパの研究者は日本でも少なく，かつてタ
パが日本で作られていたかどうかは確認され
てない。しかし正倉院にタパそのものと思わ
れる「ゆふ（木綿）」が伝存する。カジノキ
の樹皮をシート状にのばしたもので，幣
ぬさ
とし
て神事や祭のとき榊
さかき
にかけて垂らすなどに用
いられていたという。
　そのカジノキ（梶）には数々の不思議がま
とわりつく。今日ではたいした役にもたたず，
庭木としては嫌われ，各地で姿を消しつつあ
るカジノキではあるが，神道では神聖な樹木
のひとつで，神社の境内などに多く生えられ
た。諏訪神社などの神紋や日本の家紋として
も多く描かれている。七夕祭に葉に直接
「歌」をヘラなどで書きお供えした。現在で
は七夕はササに飾りをつけるが，昔は，梶の
葉や枝をもちいた。宮中での七夕飾りや冷泉
家に伝わる「乞巧奠」（きっこうでん，ほしま
つり。陰暦７月７日の七夕儀式）には，牽牛，
織女の二星（たなばた）に，種々の供物をし，
蹴鞠，雅楽，和歌などを手向けて，その技が
巧みになるように祈る。カジノキは构・加地
乃木・加知之岐・梶木・楮・構・構木・穀・
紙木（植物名辞典）など多くの表記があり，
とくに「梶」がわざわざ国訓なのは，カジノ
キが特別に扱われたことを示唆するようだ。
　カジノキについては柳田國男の指摘が注目
される。次にその一部を引用したい。
　藤葛または「いぬからむし」などのほか
に，なお衣服の材料であったかと思われる
のは楮
こうぞ
である。『阿波志』にタフの原料と
して穀
かじ
の皮を用いたというカヂも，今のヒ
メカウゾイゾか，そうでなくともこの属の
一種であったろうと思う。是は我々の最も
注意すべき点で，（中略）結城のユフは一
種麻以外の繊維料で，それは殻のことだと
いうことが古く認められていたのである。
（中略）ユフの使用は今日は神祭に限られ，
それも代品ばかりで何が本当のユフだとも
知れぬようになっているが，我々の祖先の
思想としては，神に供えるのは各人常用の
必要品のなかでも優等なものを選ばなけれ
ばならぬのであったから，すなわちまたユ
フと訓
よ
まれた昔の木綿が，今のモメンの木
綿と同様に，衣服の資料であったこともほ
ぼ明らかなのである。（中略）下総の結城
を筆頭にして，ユフの産地を意味する地名
は，国の東西に分布している。（中略）近
くは武蔵の一国だけにも，自分はその十数
カ所を列挙することができる。（中略）麻
が唯一の平民衣料となったのは，中央部に
おいてもそう古くからのことではないので
ある。（『木綿以前の事』1979，底本は1939年創
元社版）
　柳田國男の『木綿以前の事』に啓発され，
かつてこの日本でもカジノキからタパが盛ん
に作られたのではないかと考え，今回の研究
発表の題目を「織物以前のこと」とした。
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